
（
株
）
ジ
ェ
イ
ネ
ッ
ト

06
年
６
月
、
超
精
密
加
工
メ
ー
カ
ー
の

ジ
ェ
イ
ネ
ッ
ト
が
つ
く
っ
た
「
Ｊ
ｅ
ｙ
ｅ

ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
（
ジ
ェ
イ
コ
ア
）」
が
、
埼
玉

県
が
主
催
す
る
「
渋
沢
栄
一
ベ
ン
チ
ャ
ー

ド
リ
ー
ム
賞
・
特
別
賞
」
を
受
賞
し
た
。

「
ジ
ェ
イ
コ
ア
」
は
、
職
人
の
技
術
が
必

要
だ
っ
た
分
野
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
誰
で

も
超
精
密
加
工
の
測
定
が
で
き
る
と
い
う

パ
ソ
コ
ン
に
接
続
し
て
、
〝
匠
の
技
〞
を
デ

ジ
タ
ル
化
で
き
る
装
置
を
完
成
さ
せ
た
。

05
年
に
は
関
東
経
済
産
業
局
よ
り
、「
新

連
携
」
に
認
定
さ
れ
、「
ジ
ェ
イ
コ
ア
」
の

普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。「
現
在
で
は
、

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
町
工
場
に
ま

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
企
業
は
連
続
で

解
析
さ
せ
て
生
産
量
を
伸
ば
し
て
お
り
、

中
小
企
業
で
は
こ
れ
ま
で
手
が
届
か
な
か

っ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
仕
事
を
受
注
し
て
業

務
を
拡
大
し
て
い
ま
す
」
と
長
谷
川
社
長
。

ち
な
み
に
ジ
ェ
イ
コ
ア
は
、「
Ｊ
（
日

本
）」
と
「
眼
（
ｅ
ｙ
ｅ
）」
を
合
わ
せ
た

造
語
で
、「
日
本
の
眼
と
な
っ
て
モ
ノ
づ
く

り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
長

谷
川
社
長
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
思
い
が
か
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
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画
期
的
な
装
置
。
こ
れ
ま
で
の
測
定
器
で

は
、
ど
う
し
て
も
５
〜
50
μ
の
誤
差
が
生

じ
て
い
た
が
、
〝
匠
の
技
〞
が
こ
れ
を
補
正

し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
職
人
の
数
は

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
が
誇
っ
て
き
た
超
精
密
加
工
分
野
は

崩
壊
の
危
機
に
。
先
行
き
に
不
安
を
感
じ

た
長
谷
川
浩
幸
社
長
は
、「
職
人
の
〝
眼
〞

や
耳
に
か
わ
る
機
械
を
つ
く
る
し
か
な
い
」

と
考
え
た
。

も
と
も
と
長
谷
川
社
長
は
、
セ
ン
サ
ー

メ
ー
カ
ー
で
開
発
を
担
当
し
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
技

術
な
ど
は
得
意
だ
っ
た
。
こ
れ
に
カ
メ
ラ

シ
ス
テ
ム
に
強
い
仲
間
た
ち
が
合
流
し
、

測
定
器
本
体
に
高
解
像
度
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
「
ジ
ェ
イ
コ
ア
」

の
原
型
を
つ
く
っ
た
。
始
め
て
か
ら
３
年

後
、
つ
い
に
ド
リ
ル
な
ど
の
先
端
位
置
が

回
転
状
態
で
も
連
続
測
定
で
き
、
解
析
用

イブニングイブニング
サロンサロンNEWSNEWS

イブニングサロン公式サイト
http://www.otacci.or.jp/̃
commons/evening.htm

発 行
「イブニングサロンNEWS」を発行する会
（事務局・東方通信社）
TEL03-3518-8844 

求むInnovation Partners!!

第
10
回（
6
月
16
日
）
は「
超
精
密
加
工
」を

テ
ー
マ
に
技
術
ア
ピ
ー
ル
!!

04
年
６
月
25
日
に
は
じ
ま
っ
た
「
新
都
心
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
」
も
10
回
目
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
、
毎
回
２
〜
３
の
企
業
や
大
学

が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
。
今
回
は
「
超
精
密
加
工
」
を
テ
ー
マ
に
、
ジ
ェ
イ
ネ
ッ
ト
（
埼
玉
県
越
谷
市
）
が
超

精
密
測
定
器
を
、
オ
プ
ト
ニ
ク
ス
精
密
（
栃
木
県
足
利
市
）
が
「
フ
ォ
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
技
術
」
を
、
宇
都
宮
大
学
（
栃

木
県
宇
都
宮
市
）
が
「
磁
気
を
利
用
し
た
精
密
加
工
技
術
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

「
ジ
ェ
イ
コ
ア
」
は

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
可
能
性
を
広
げ
る
!!
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長谷川社長の自信作「ジェイコア」

（年6回発行）

群馬県でも異業
種交流会があり
ますが、埼玉の
企業と交流し
て、いろいろな
発想をしている
企業がたくさん

あることを知りました。規模は
小さくても、独立志向が強い企
業が多いと感じました。

大学教授の研
究の話題やガ
ンバッている
経営者の話な
どを聞くこと
ができて、と
ても刺激にな
ります。また、

いろいろな方々と知り合いにな
れるのがとてもうれしい。

イブニングサロ
ンには、優れた
技術を持ってい
る企業がたくさ
ん集まっている
ので、志ある方
といっしょにな

って、おもしろいモノをつくり
たいと思っています。

イブニングサロ
ンは行政職員の
意識改革にも役
立っています。
中小企業の悩み
事や要望を聞く
ことで、行政の
立場で何ができ

るかを考えるようになるからで
す。

ン
グ
サ
ロ
ン
」
が
、
04
年
６
月
か
ら
定

期
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
特
定
の
行
政
や
大

学
が
主
催
せ
ず
、
各
世
話
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
企
画
・
運
営
し
て
お
り
、
こ

の
方
法
が
実
に
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。

第
１
回
目
は
39
名
だ
っ
た
参
加
者
は
、

第
９
回
目
に
は
１
２
８
人
に
拡
大
し
、

参
加
し
た
延
べ
人
数
は
７
２
４
名
に
な

っ
た
。
今
で
は
埼
玉
県
だ
け
で
な
く
、

山
形
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
、
東
京
、

新
潟
、
静
岡
、
熊
本
県
か
ら
も
意
欲
的

な
中
小
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
行
政
、

金
融
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
が
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
。
参
加
し
た
あ
る
経
営
者
は

定
都
市
に
移
行
し
た
頃
か
ら
、
県
の
独

自
性
を
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が

生
ま
れ
て
き
た
。
加
え
て
02
年
に
、
新

都
心
内
に
「
産
学
交
流
プ
ラ
ザ
」（
彩
の

国
八
番
館
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
で
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
大
学
、
行
政
と
の

交
流
が
イ
ッ
気
に
活
発
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
背
景
に
な
っ
て
、

産
学
官
が
交
流
す
る
「
新
都
心
イ
ブ
ニ

埼
玉
県
の
事
業
所
総
数
は
、
23
万
８

２
７
３
社
で
全
国
第
５
位
、
製
造
業
は

１
万
５
３
５
５
社
で
全
国
第
４
位
と
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
業
力
を
持
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
ど
う
し
て

も
東
京
の
カ
ゲ
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
な

か
な
か
目
立
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

が
、
00
年
に
さ
い
た
ま
新
都
心
が
開

か
れ
、
03
年
に
さ
い
た
ま
市
が
政
令
指

産
学
官
の
活
発
な
交
流
が
魅
力

イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
の
歩
み
!!

「
新
都
心
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
」
は
、
参
加
者
も
増
え
つ
づ
け
、
ま
す
ま
す
広
域
的
な

集
ま
り
に
。
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
生
ま
れ
た
の
か
、
簡
単
に
触
れ
て
み
た
い
。

「
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
や
大

学
の
高
度
な
知
に
出
会
え
る
の
が
魅
力
」

と
話
し
て
い
る
。
気
軽
な
交
流
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
る
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
、
そ
の
期

待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

関係者・参加者の声

★イブニングサロンの主な世話人
江田元之（財）さいたま市産業創造財団・

理事長／星野弘志　埼玉県産業労働部新産

業育成課・課長／村重嘉文（財）埼玉りそ

な産業協力財団・顧問／野長瀬裕二（学）

山形大学大学院理工学研究科・教授

★主な企画運営委員
山田穎二（財）浜松地域テクノポリス推

進機構・事業推進部長／江原秀敏　コラ

ボ産学官・常任理事・事務局長／古川猛

月刊『コロンブス』編集長（東方通信

社）／根津紀久雄　NPO法人北関東産

官学研究会・理事長

「イブニングサロンNEWS」を
発行する会では編集サポートメ
ンバー募集中

イブニングサロンをサポートする
ために、「イブニングサロンNEWS」
を発行いたしました。あくまでも
勝手連的な活動ですが、第10回目
という節目を迎え、さらに飛躍し
ていくイブニングサロンの情報を
受発信して、応援していきたいと
思います。ついては、編集にあた
ってのサポーターを求めています。
ふるってご参加ください。

問合せ：滝口（東方通信社）
TEL03-3518-8844
ryot@tohopress.com

活気あふれるイブニングサロン。参
加者たちは、プレゼンテーターに熱
心に質問していた

(株)アドテックス
佐藤弘男社長

デザイン総合セ
ンター(株)
古田修治社長

(有)野火止製作所
川上順久社長

(財)さいたま市産
業創造財団
江田元之理事長

イブニングサロンの
ノウハウを生かした
サポート型ＮＰＯ誕生!!

イブニングサロンの
ノウハウを生かした
サポート型NPO誕生!!

「新都心イブ
ニングサロン」
の世話人たちを
中心に、「NPO
法人新都心イノ
ベーションパー
トナーズ」が設
立に向けて動い
ている。世話人
のひとりである
野長瀬裕二・山

形大学教授が代表をつとめるこの
NPOは、中小企業がかかえる人材
や経営資源のマッチングといった
問題に対し、「イブニングサロン」
で培った広域的な産学官連携のネ
ットワークやノウハウを生かして
支援していくとしている。
発起人には、松田修一・日本ベ
ンチャー学会会長や安田耕平・
（株）キャンパスクリエイト社長と
いったベンチャー支援のプロが名
を連ねており、本格的なサポート
活動に期待がかかっている。

代表の野長瀬裕二
山形大学教授

月刊『コロンブス』が
元気企業を取材します!!

産業栽培誌・月刊
『コロンブス』（東方
通信社発行）には、
野長瀬裕二教授の連
載インタビューコー
ナーのほか、地元の
元気企業を紹介する

コーナーもあります。これまで、さ
いたま市産業創造財団の江田理事長
（04年10月号）や野火止製作所（05
年3月号）の川上社長など、イブニ
ングサロンの関係者・参加者たちの
取材記事を多数掲載してきました。
今後、取材を希望される方はご連絡
ください。

問合せ：東方通信社月刊『コロンブス』
編集部　TEL03-3518-8844
ryot@tohopress.com

ミ
ク
ロ
ン



（
株
）
オ
プ
ト
ニ
ク
ス
精
密

栃
木
県
足
利
市
の
オ
プ
ト
ニ
ク
ス
精
密

（
絹
田
精
鎮

せ
い
ち
ん

社
長
）
は
、
１
平
方
㌢
の
金

属
材
料
に
２
・
５
μミ

ク
ロ
ン（

＋
－
０
・
３
μ
）

の
穴
を
誤
差
な
く
２
万
個
開
け
ら
れ
る
ほ

ど
の
超
精
密
な
技
術
を
持
つ
。
通
常
の
機

械
加
工
法
で
は
切
削
や
製
作
が
困
難
な
素

材
で
も
、「
電
鋳
法
」
と
い
っ
た
技
術
を

用
い
て
超
精
密
加
工
を
実
現
し
て
い
る
。

同
社
の
技
術
は
、
医
療
機
器
部
品
、
半

導
体
検
査
機
器
部
品
、
電
子
部
品
な
ど
幅

広
い
分
野
に
使
わ
れ
て
お
り
、
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
や
タ
ー
ボ
ラ
イ
タ
ー
の

ノ
ズ
ル
と
い
っ
た
身
近
な
製
品
に
も
な
く

て
は
な
ら
な
い
技
術
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
と
く
に
、
タ
ー
ボ
ラ
イ
タ
ー
の
ノ
ズ

ル
部
品
は
、
な
ん
と
世
界
シ
ェ
ア
９
割
を

占
め
る
と
い
う
か
ら
オ
ド
ロ
キ
だ
。

こ
の
独
創
的
な
技
術
の
ヒ
ミ
ツ
は
何
だ

ろ
う
か
。
絹
田
社
長
は
「
今
は
ま
っ
た
く

関
係
が
な
さ
そ
う
な
分
野
で
も
、
し
っ
か

り
〝
種
〞
を
ま
い
て
お
く
こ
と
が
大
事
。

だ
か
ら
、
ど
の
分
野
に
も
好
奇
心
を
も
っ

て
、
次
の
流
れ
を
シ
ッ
カ
リ
読
ん
で
お
く
」

と
話
し
て
い
る
。

ま
た
社
員
も
、
技
術
的
に
優
秀
な
だ
け

で
な
く
、
経
営
者
的
な
感
覚
を
持
っ
て
働

い
て
い
る
た
め
、
こ
れ
が
独
創
的
な
企
業

風
土
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
。
足
利
発
の

世
界
企
業
の
技
術
に
今
後
も
要
注
目
だ
。
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０
０
３
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６
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６
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宇
都
宮
大
学
工
学
部

進
村
武
男
教
授

81
年
、
宇
都
宮
大
学
の
進
村
武
男
教
授

は
、
世
界
で
は
じ
め
て
「
磁
気
研
磨
法
」

の
研
究
を
開
始
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
。「
磁

気
研
磨
法
」
は
、
92
年
の
精
密
工
作
便
覧

（
精
密
工
学
会
編
）
に
は
じ
め
て
掲
載
さ

れ
、
市
民
権
を
得
た
。
進
村
教
授
の
研
究

は
、
現
在
も
世
界
を
二
、
三
歩
リ
ー
ド
し

て
い
る
。

「
磁
気
研
磨
法
」
は
、「
磁
気
」
と
「
機

械
加
工
」
の
複
合
加
工
技
術
で
、「
磁
気
」

を
媒
体
と
し
て
磁
気
感
応
性
を
持
つ
工
具

（
磁
性
工
具
）
に
加
工
力
と
運
動
を
与
え

て
遠
隔
制
御
し
、
表
面
加
工
や
エ
ッ
ジ
仕

上
げ
を
行
う
新
技
術
。
パ
イ
プ
の
よ
う
に

見
え
な
い
、
細
長
い
、
手
や
工
具
が
届
か

な
い
箇
所
に
有
効
で
、
外
径
１
㍉
以
下
の

精
密
毛
細
管
か
ら
外
径
１
０
０
㍉
程
度
の

直
管
・
曲
が
り
管
ま
で
内
面
研
磨
が
で
き

る
。
ま
た
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
フ
ァ
イ
ン

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
超
硬
合
金
、
光
学
ガ

ラ
ス
と
い
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
材
質
の
超
精

密
研
磨
、
バ
リ
取
り
、
エ
ッ
ジ
仕
上
げ
に

対
応
で
き
る
の
が
強
味
。

な
お
、
教
授
の
研
究
成
果
は
、
企
業
で

す
で
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は

「
磁
気
」
の
他
に
「
電
気
」
や
「
化
学
」

を
取
り
入
れ
た
新
し
い
複
合
精
密
加
工
法

の
開
発
も
手
掛
け
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

進
村
教
授
の
挑
戦
は
続
く
。
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世
界
を
リ
ー
ド
す
る
磁
気
研
磨
法
は

応
用
力
バ
ツ
グ
ン
!!

世
界
レ
ベ
ル
の
超
精
密
加
工
技
術
で

独
創
的
な
製
品
を
生
み
出
す
!!

人材こそ大事と話す絹田社長

磁気研磨法のパイオニア
進村教授

オプトニクス精密が手掛ける超精密加工

曲がり管内面の磁気研磨法の概念図

磁極回転
磁極送り

曲がり管

磁性砥粒
ヨーク

磁極

＜04年4月22日　第5回発表＞
1984年に未熟児・新生児用の高

頻度振動換気タイプ人工呼吸器の
草分けとして創業。以来約20年に
わたって、高機能で使いやすい製
品を開発してきた。現在は、新生
児の世界で確立した技術に磨きを
かけ、成人にも対応した人工呼吸

器も開発している。新田社長は「弊社の製品がお役に
立ち、患者さんたちの健康が回復することは無上の喜
びです」と話す。

〒332-0015 埼玉県川口市川口2-12-18
TEL048-242-0333 http://www.metran.co.jp/

＜04年11月19日　第3回発表＞
コア技術である光学ガラスのプレ

ス成形技術は世界レベル。ハンドプ
レス、ダイレクトプレス、特殊形状
プレス、カットバーなど、少ロット
でも高精度で安定的かつ低コストで
加工する。また、新しい特性をもつ
ニューガラスならびに光ファイバー
の分野でも、数々の研究開発実績を
持っており、ますます高度化するニ
ーズにも対応している。

〒330-8565 埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷4-7-25
TEL048-832-3165 http://www.sumita-opt.co.jp/ja/ 

超微細加工から人工呼吸器まで

モノづくりの達人たち
世界から注目される光学ガラス技術

株式会社住田光学ガラス　代表取締役社長　住田正利氏

第1回（04年6月25日）から第

9回（06年3月24日）まで、22

名の経営者、技術者、研究者

たちが、自慢の技術をアピー

ルしてきた。なかには世界的

な技術や貴重なビジネスシー

ズもあり、ビジネスマッチン

グやビジネスのヒントが得ら

れると好評だ。

＜05年2月4日　第4回発表＞
事業の柱は「省エネ」「リサイクル」「環境

保護」。たとえば、「ヒートポンプシステム」
は、冷房の排熱を給湯に利用するので、1台で
冷暖房と高温給湯の運転が可能な省エネ設計。
しかもCO2を排出しないので環境にもやさし
い。同社は他にも、スーパーサウナ「光泉の
森」（埼玉県久喜市、℡0480-24-1515）も展開
中。「働くみなさんが元気になってバリバリが
んばってほしい」と桑原社長はエールを送る。

〒331-0812 埼玉県さいたま市北区宮原町
2-15-10 TEL048-665-7733
http://www.science-inc.jp/

環境にこだわったモノづくり
サイエンス株式会社　代表取締役社長　桑原克己氏

＜04年6月25日　第1回発表＞
レーザー光で、サブナノメータスケールの

ひずみや変形を高精度で計測する研究を行っ
ている。レーザ光で粗面物体を照らすと、キ
ラキラした粒状パターンの「レーザースペッ
クル」が観察されるが、これの統計的特性の
理論解析を行い、さらにスペックル場の完全
なランダムさを基準として用いる「統計的干
渉法」や「スペックル干渉」の研究も進めて
いる。最近では、この技術を植物生長計測へ
応用し、環境汚染に対するセンシング技術も
展開中。

〒338-8570 埼玉県さいたま市桜区下大久
保255 TEL048-858-3430
http://www.saitama-u.ac.jp/rikogaku

光を使って高精度測定を可能に
埼玉大学理工学研究科　門野博史氏

新生児の健康を支えつづけて20年
株式会社メトラン　代表取締役社長　新田一福氏

＜05年4月22日　第5回発表＞
「いかに機械に人間の考えをわかってもらえ
るか」をテーマに研究。とくに「コンピュー
タビジョン」という技術は、介護・福祉ロボ
ットへの応用が期待されている。たとえば、ロ
ボットとアイコンタクトしてから、「あれ取っ
てきて」とコップの方を見ながら言うと、コ
ップを持ってくるという。すでにネットワー
ク型も研究中で、実現すれば遠隔介護も可能
に。期待度大の研究である。

〒338-8570 埼玉県さいたま市桜区下大久保255
TEL048-858-9238
http://www.cv.ics.saitama-u.ac.jp/ 

介護・福祉ロボットへの応用に期待
埼玉大学工学部　　久野義徳氏

ヒートポンプ

さいたま新都心

人工呼吸器
R100

低融点ガラスをプレス加工した製品

＜06年3月24日　第9回発表＞
長岡技術科学大学発のベンチャー企業で、大
気開放型CVD（化学気相成長法）装置の生産・
販売を手掛けている。その他、一般向けに消
臭プレート『メッシュNANO』も販売中。これ
はアルミ表面にNanoメッシュ酸化チタンをコ
ートしたもので、光触媒でイヤな臭いを強力

に分解するプレート。車内におけばタ
バコの臭いなどがキレイに取れる。効
果は半永久的で、価格は2800円。

〒959-0231  新潟県燕市吉田日之出
町30-26 TEL0256-93-6134
http://www.cvd.co.jp/

"売れる"大学発ベンチャーを目指す
時田CVDシステムズ株式会社　代表取締役社長　時田修二氏

メッシュNano

★その他のプレゼンテーターたち
第1回（2004年6月25日） 富士写真光機㈱　本多康夫氏／第2回（2004年9月3日） ㈱朝日ラバー　伊藤巌氏、埼玉大学工学部　時田澄男氏／第3回（2004年11月19日） 埼玉大学工学部小林
秀彦氏／第4回（2005年2月4日） 埼玉大学理学部　定家義人氏／第5回（2005年4月22日） 埼玉大学工学部　久野義徳氏／第6回（2005年6月23日） 北光金属㈱　斎藤宏通氏、群馬大学工学
部　荘司郁夫氏／第7回（2005年9月12日） 新日本機械工業㈱　増田文治氏、テックコンシェルジェ熊本　小坂光二氏、埼玉大学工学部　高崎正也氏／第8回（2005月12月16日）㈱浅沼技研
浅沼進氏、ニューロン㈱　岩井久孝氏、日本工業大学　村川正夫氏／第9回（2006年3月24日）三州製菓㈱　斉之平伸一氏、武田レッグウエアー㈱　武田大輔氏、埼玉大学工学部　杉山和夫氏

●
今
後
も
引
き
続
き
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
た
ち
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

植物のナノメータ
生長計測


